
大地の芸術祭　越後妻有アートトリエンナーレ2018　マ・ヤンソン／MADアーキテクツ「ライトケーブ」（Photo Osamu Nakamura）
清津峡渓谷トンネルのエントランス施設と、トンネル施設の改修をMADアーキテクツが手がけた。「ペリスコープ」はトンネルを潜水艦に見立て、外を望む潜望鏡として各作品を展開。

「ライトケーブ」は全長750mのトンネルにある見晴らし所と、終点のパノラマステーションで作品を展開、終点には、清津峡の景観を反転して映す「水盤鏡」の幻想的な眺めが待っている。

ご自由にお持ちください
魚沼市・十日町市・津南町
南魚沼市・湯沢町・そして周辺

越後魚沼は雪ありてこそ輝く
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黒
苺
　

画
・
外
山
康
雄

 Thanks to Snow    A Dragonfly in Heaven
  Every summer when Obon was near, my mother took me to our family graveyard. We cleaned the headstone, placed flowers 
from our garden, lit candles and burnt incense.  The cool air in early morning, the smell of incense and the chants leaking 
from the temple were soothing and tranquil, even for a little child.  
　They say Obon is the time our ancestors come back to visit us.  It’s the time to think about our loved ones who are 
deceased.  Not only that, August is the month of Memorial Days for Hiroshima, Nagasaki and the anniversary of the War’s 
end.
  73 years have passed since the last war ended.  Most of us don’t even know what wartime is like but we still think of August 
as the month of loss and pain.  Because of these yearly ceremonies and rituals, August brings feelings of grief and mourning 
in peaceful modern-day Japan, while summer is merely bright, sunny and warm with blue sky and ocean for most of the 
world.
  I want to believe and certainly hope August will always be like that in this country.

　８月は欧米では夏の終わりで、みんなが休暇から帰ってくる月だが、梅雨のある日本では夏
のど真ん中。誰もが海や山に心を向ける夏休みの月だ。だがもうひとつ、日本の８月には決定
的に他の国とは違うことがある。
　それは日本の夏に染みこんでいる、ある種の痛みと悲しみ。
　戦争を知らない子供たちの方がはるかに多くなった現在でも、日本人は広島と長崎を偲び、
終戦の遠い夏の日の蝉の声を、まるでその場にいたかのように思い出す。そしてお盆には、死
者を弔い、ろうそくに火を灯す。
　日本の８月は先祖だけでなく戦争で失われた命を悼み、過去の過ちに想いを馳せ、同時に平
和な未来に夢を継ぐ月だ。

土井ひとみ　Hitomi Doi　



　〈隔月刊〉 越後魚沼探訪  雪 あ り て 

魚
沼
地
域
に
残
る

木も

く

喰じ

き

上し
ょ
う

人に

ん

の
微み

笑し
ょ
う

仏ぶ

つ

生誕300年
木
も く

喰
じ き

さんって、
どんな人？

①
如
意
輪
観
世
音
大
士
　
大
月
区

　
②
背
面
に
仏
像
の
名
称
、
制
作
年
月
日
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る

③
太
子
尊
　
小
出
・
正
圓
寺

④
三
面
馬
頭
観
音
　
今
泉
・
真
福
寺

⑰
神
変
大
菩
薩
　
吉
里
・
正
光
寺

⑱
愛
染
明
王
　
湯
沢
・
田
村
家

⑲
（
名
称
不
明
）
湯
沢
・
戸
沢
観
音
堂

⑭
愛
宕
地
蔵
大
菩
薩
　
塩
沢
・
法
人
蔵

⑪
役
行
者
　
　
　
　
城
内
・
久
川
家

⑩
（
弘
法
）大
師
　
田
崎
・
地
蔵
堂

⑫
（
右
）山
ノ
神
尊

　 

（
左
）吉
祥
天
女
尊
　
　
栃
窪
区

⑤
（
右
）大
黒
天
　

　 

（
中
）大
山
不
動
明
王

　 

（
左
）吉
祥
天
女
尊
　
大
崎
・
大
崎
院

⑬
明
見
尊
　
塩
沢
・
中
島
屋

間
離
れ
し
た
能
力
の
高
さ
が
伝
わ
っ

て
く
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ

程
に
人
々
を
魅
了
す
る
作
品
は
生
ま

れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　

新
潟
県
に
は
２
度
訪
れ
て
い
て
、

天
明
年
間
に
佐
渡
を
、
享
和
文
化
年

間
に
中
越
地
域
を
、
そ
れ
ぞ
れ
仏
像

を
刻
み
な
が
ら
回
っ
た
。
現
在
、
県

内
に
は
像
と
書
画
な
ど
二
百
六
十
点

ほ
ど
が
残
る
と
い
う
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
魚
沼
地
域
に
あ
る

木
喰
さ
ん
の
作
品
を
並
べ
て
み
た
。

　

作
品
の
分
布
は
現
在
の
南
魚
沼
市

に
多
く
、
そ
の
他
は
魚
沼
市
と
湯
沢

町
に
見
ら
れ
る
。

　

木
喰
さ
ん
は
文
化
２
年（
１
８
０ 

５
）８
月
末
か
ら
10
月
ま
で
魚
沼
地

域
に
滞
在
し
て
い
る
。

　

こ
の
時
に
残
し
た
作
品
は
二
十
数

点
で
、
自
身
88
歳
の
円
熟
期
で
あ
り
、

木
喰
さ
ん
ら
し
い
微み

笑し
ょ
う

仏ぶ
つ

と
呼
ば
れ

る
も
の
が
多
い
。

　

①
・
②
如
意
輪
観
世
音
大
士
は
、

こ
の
作
品
の
た
め
に
地
元
で
お
堂
を

建
て
た
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、
保
存

　

今
か
ら
ち
ょ
う
ど
三
百
年
前
、享

保
３
年（
１
７
１
８
）山
梨
生
れ
、45

歳
で「
木も
く
じ
き
か
い

食
戒
」を
授
か
り
修
行
僧
と

な
り
全
国
各
地
を
行
脚
。93
歳
で
没

す
ま
で
千
体
を
超
す
仏
像
を
残
し

た—

と
い
う
人
物
が
木
喰
上
人
。

　

そ
の
死
後
百
年
間
は
世
に
知
ら
れ

る
こ
と
な
く
過
ぎ
、大
正
13
年（
１
９ 

２
４
）民
藝
運
動
の
柳
宗
悦
に
よ
っ

て
再
発
見
さ
れ
、改
め
て
注
目
を
浴

び
る
こ
と
に
な
る
。

　

逸
話
か
ら
は
、
学
識
の
深
さ
と
人

状
態
が
と
て
も
良
い
。

　

⑨
カ
フ
キ
ヤ
フ
大
師
は
、
そ
れ
ま

で
判
読
が
困
難
で
、
カ
フ
ヤ
ノ
（
弘

法
）
大
師
と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、

赤
外
線
写
真
で
カ
フ
キ
ヤ
フ（
興
教
）

大
師
と
判
っ
た
。

　

⑯
の
二
体
は
彩
色
が
施
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
後
日
に
人
の
手
が

入
っ
た
も
の
。

　

⑲（
名
称
不
明
）は
、
落
雷
で
火
事

に
見
舞
わ
れ
黒
こ
げ
に
な
っ
た
と
い

う
。
そ
の
た
め
名
称
が
読
み
取
れ
な

い
。

　

こ
の
よ
う
に
一
つ
ひ
と
つ
を
見
て

い
く
と
、
こ
の
地
を
訪
れ
て
く
れ
た

木
喰
さ
ん
と
、
作
品
を
保
存
し
た

人
々
の
こ
と
が
思
わ
れ
て
興
味
は
尽

き
な
い
。　
　

　

平
成
24
年（
２
０
１
２
）10
月
５
日

か
ら
11
月
５
日
ま
で
、池
田
記
念
美

術
館
で「
木
喰—

癒
し
の
ほ
ほ
え

み
」展
が
開
催
さ
れ
た
。行
政
や
文
化

財
保
護
審
議
委
員
な
ど
と
、地
元
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
実
行
委
員
会
を
組
織

し
て
の
取
り
組
み
で
あ
っ
た
。

　

会
期
中
は
、
地
元
だ
け
で
な
く
特

に
県
外
か
ら
も
多
く
の
人
た
ち
が
訪

れ
た
こ
と
は
驚
き
だ
っ
た
。　

　

こ
こ
魚
沼
地
域
で
は
、
木
喰
上
人

か
ら
百
年
後
に
江
戸
で
生
れ
た
石
川

雲
蝶
が
、
や
は
り
多
く
の
作
品
を
残

し
て
い
て
因
縁
を
感
じ
る
。

　
　
　
　
　

写
真
・
文　

酒
井　

建

微笑み、
200年の時を経て今も
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古
い
時
代
が
滅
び
、
新
し
い
時
代
が
栄
え
る
の

が
世
の
常
だ
が
、新
し
い
時
代
に
残
る
古
い
物
は
、

あ
る
だ
け
で
も
貴
重
な
価
値
と
な
る
。

　

江
戸
安
政
に
入
っ
た
頃
だ
ろ
う
か
。
三
国
街
道

塩
沢
宿
で
は
、
薄
荷
草
を
蒸
留
し
て
薄
荷
油
を
商

売
に
し
て
い
た
時
代
だ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
豪
商

と
言
わ
れ
た
「
鈴
木
屋
」
は
、
薄
荷
油
の
宣
伝
を

す
る
た
め
立
て
看
板
を
作
る
事
に
し
た
よ
う
で
、

当
時
ま
だ
堀
之
内
で
仕
事
を
し
て
い
た
石
川
雲
蝶

に
依
頼
し
た
。

　

も
う
一
方
の
豪
商
「
平
野
屋
」
も
熊
谷
か
ら
来

た
彫
り
師
、
小
林
源
太
郎
に
同
様
の
宣
伝
用
立
て

看
板
を
依
頼
し
た
。
ど
ち
ら
も
高
さ
９
メ
ー
ト
ル

も
あ
る
看
板
だ
っ
た
。
当
時

は
宿
場
の
入
口
と
出
口
の
店

先
に
掲
げ
、
薄
荷
油
の
宣
伝

文
句
を
書
い
て
ア
ピ
ー
ル
し

た
。

　

三
国
街
道
を
往
来
す
る
旅

人
も
、
参
勤
交
代
の
殿
様
も
、

桁
外
れ
の
大
看
板
に
さ
ぞ
や

度
肝
を
抜
か
し
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

　

明
治
に
入
り
、
源
太
郎
の

手
掛
け
た
看
板
は
大
風
に

よ
っ
て
倒
壊
し
て
し
ま
い
、
雲
蝶
の
作
っ
た
看
板

も
解
体
さ
れ
て
、
鈴
木
家
の
菩
提
寺
に
寄
進
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。

　

現
在
、
平
野
屋
の
店
内
で
は
源
太
郎
作
の
彫
り

物
の
部
位
が
パ
ー
ツ
ご
と
に
飾
ら
れ
て
い
て
、
ミ

ニ
美
術
館
の
よ
う
だ
。

　

雲
蝶
の
作
品
も
解
体
さ
れ
寺
の
位
牌
堂
を
守
っ

て
い
て
、
深
彫
り
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
構
図
は
雲
蝶

ら
し
さ
が
光
り
鳥
肌
が
立
つ
よ
う
な
迫
力
で
あ

る
。

　

こ
れ
ら
の
２
本
の
大
看
板
が
そ
の
時
期
、
数
十

年
に
わ
た
っ
て
、
三
国
街
道
塩
沢
宿
の
賑
わ
い
を

醸
し
出
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

当
時
の
人
々
に
多
く
の
影
響
を
与
え
た
立
て
看

板
だ
が
、
後
の
時
代
に
、
さ
ら
に
そ
れ
以
上
の
も

の
を
作
り
た
い
と
明
治
44
年
に
12
メ
ー
ト
ル
の
大

看
板
を
作
っ
た
の
が
長
岡
摂
田
屋
の
機
那
サ
フ
ラ

ン
酒
本
舗
の
創
業
者
で
あ
る
。

　

三
国
街
道
塩
沢
宿
で
、
雲
蝶
と
源
太
郎
が
切
磋

琢
磨
し
て
彫
り
あ
げ
た
立
て
看
板
。
そ
れ
を
手
本

に
造
ら
れ
た
大
看
板
は
今
、
復
元
さ
れ
お
披
露
目

の
時
期
を
待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　
　
　
　
　
　

観
光
バ
ス
ガ
イ
ド　

中
島
す
い
子

現
在
の
塩
沢
宿
か
ら
、

江
戸
時
代
の
三
国
街
道
が
想
像
で
き
る
！

　

雪
の
降
る
寒
い
夜
、
そ
の
人
の
登
場
は
季
節
的

に
不
釣
合
で
し
た
。

　

橋
の
川
辺
で
念
仏
を
す
る
僧
の
前
、
川
の
中
か

ら
青
い
火
が
ひ
ら
ひ
ら
と
燃
え
上
が
り
ま
す
。
普

通
で
は
な
い
と
思
う
状
況
、
必
死
に
念
仏
を
唱
え

ま
す
。
何
か
を
感
じ
、
橋
の
上
を
見
る
と
、
や
せ

て
青
ざ
め
た
女
が
ひ
と
り
、
乱
れ
た
黒
髪
、
濡
れ

た
着
物
で
立
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
こ
の
世
の
も
の
で
な
い
、
僧
は
幽
霊
と

思
い
、
ま
た
懸
命
に
念
仏
を
唱
え
ま
し
た
。

　

真
冬
に
登
場
す
る
幽
霊
、「
雪
中
の
幽
霊
」
の

話
が
『
北
越
雪
譜
』
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
幽
霊
の

名
は
「
お
菊
」、
幽
霊
の
お
菊
、
ど
こ
か
で
聞
い

た
名
前
で
す
。

　

こ
の
お
菊
さ
ん
は
成
仏
し
た
い
の
で
す
が
、
こ
の

黒
髪
が
邪
魔
を
し
て
成
仏
で
き
な

い
、
ど
う
か
髪
を
剃
っ
て
く
れ
ま

せ
ん
か
と
お
願
い
し
ま
す
。
僧
は

了
解
し
、
明
日
用
意
し
ま
す
の
で

私
の
庵
に
来
な
さ
い
と
伝
え
ま
す
。

　

僧
の
名
は
「
源
教
」
と
い
い
ま

し
た
。
源
教
は
、
翌
日
、
あ
る
村

人
に
証
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
頼

み
ま
す
。
そ
の
夜
、
村
人
は
庵
内

に
隠
れ
、
源
教
と
共
に
幽
霊
を
待

ち
ま
し
た
。

　

そ
の
夜
は
雪
に
な
り
、
物
音
を
飲
み
込
む
よ
う

に
静
ま
り
か
え
っ
て
い
ま
し
た
。

　

牧
之
が
詠
ん
で
好
ん
で
い
た
句
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
っ
と
置
く
も
の
に
音
あ
り
夜
の
雪  

牧
之

　

雪
の
降
る
夜
は
物
音
し
な
い
、
そ
の
状
況
で

そ
っ
と
置
い
た
も
の
で
も
音
が
響
く
と
。

　

時
間
が
経
ち
、
源
教
が
う
た
た
ね
し
そ
う
に

な
っ
た
瞬
間
、
お
菊
の
幽
霊
が
目
の
前
に
座
っ
て

い
ま
し
た
。
源
教
は
ぞ
っ
と
し
ま
す
が
、
心
を
落

ち
着
か
せ
て
、
お
菊
の
毛
を
剃
り
は
じ
め
ま
す
。

剃
っ
た
髪
の
毛
は
す
る
す
る
と
お
菊
の
懐
に
入
っ

て
い
き
ま
す
。
少
し
で
も
と
思
い
、
源
教
は
髪
の

毛
を
手
に
か
ら
め
ま
す
。

　

幽
霊
は
髪
を
剃
っ
て
も
ら
い
、
こ
れ
で
成
仏
で

き
る
と
消
え
て
い
き
ま
す
。
源
教
の
手
元
に
は
、

ほ
ん
の
少
し
の
髪
の
毛
が
の
こ
り
ま
し
た
。

　

証
人
と
な
っ
た
村
人
と
相
談
し
、
塚
を
建
て
供

養
し
ま
す
。
そ
の
塚
は
現
在
も
「
毛
塚
」
と
い
わ

れ
の
こ
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木
牧
之
記
念
館　

　
じ
つ
は
、『
北
越
雪
譜
』を
読
ん
で
い
な
く
て
…
②

毛塚（南魚沼市石打）

ミニ企画展
「北越雪譜の化け」

９月３日まで開催中
於：鈴木牧之記念館

龍
水
軸
　
寺
尾
・
井
口
家

六
字
名
号
　
塩
沢
・
林
家

米
寿
八
木
の
版
木
札
　
栃
窪
・
笛
木
家

槌
の
歌
　
君
帰
・
野
沢
家

軸（
福
は
内
）湯
沢
・
林
家

⑧
薬
師
如
来
　
名
木
沢
区

⑮
聖
観
世
音
大
士
　
　
　
小
木
六
区

⑨
（
右
）慈
源
大
師

　 

（
左
）カ
フ
キ
ヤ
フ
大
師

                 

　
　
　
城
内
・
満
願
寺

⑯
（
右
）子
安
観
世
音
大
士

　 

（
左
）薬
師
如
来
　
　
　
吉
里
区

⑦
愛
染
明
王
　
九
日
町
・
高
橋
家

⑥
大
黒
天
　
今
町
新
田
・
中
島
家

二
体
は
、
背
中
合
わ
せ
に

す
る
と
元
は
一
本
の
木
を

割
っ
て
彫
ら
れ

た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
解
か
る

年
輪
も
ぴ
っ
た

り
符
号
す
る

微笑み、
200年の時を経て今も

仏像を彫る速さは尋常ではなかっ
たと伝わる。書や絵もよくし、その
線はのびやかである。
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Information
2018年8−9月

盆踊り「大の阪」（国重要無形民俗文化財）
（魚沼市堀之内・八幡宮境内）8月14日㊋
〜16日㊍。別名「念仏踊り」。哀愁を帯びた
静かな踊りが特徴。問大の阪の会☎025-
794-6073
湯沢温泉夏まつり（湯沢町・JR越後湯沢駅
東口駅前広場）8月15日㊌。祭り広場、若連
中みこし、花火大会など。問湯沢温泉夏ま
つり事務局☎025-785-5353
清田山キャンプ場まつり（十日町市）8月15
日㊌。真夏の雪のすべり台や雪中宝探し、さ
かなのつかみ取りなど。問清田山キャンプ場

津南ひまわり広場 2018（津南町沖の原台
地）8月19日まで。50万本のひまわりが咲
き誇る。駐車場：バイク100円、普通車300
円。問津南町観光協会☎025-765-5585
松之山大厳寺高原キャンプ場　真夏の雪ま
つり（十日町市）8月14日㊋。雪上でのゲー
ムやソリ遊びなど。問十日町市観光協会松
之山事務所☎025-596-3011
大前神社例大祭（南魚沼市大崎・大前神社）
8月14日㊋・15日㊌。14日夜の翁式三番は
平安期の猿楽の形を残す。県指定無形民俗
文化財。問大和観光協会☎025-777-3054

ぞろい。問モリクラフト☎ 025-765-4934
若宮八幡宮十五夜祭・太々御神楽（南魚沼
市一村尾・若宮八幡宮）9月15日㊏・16日
㊐。江戸時代宝暦年間より伝わる御神楽。
市指定無形民俗文化財。問大和観光協会
☎025-777-3054
ぶどう収穫祭とワイン祭り（南魚沼市浦
佐）9月15日㊏・16日㊐。ぶどうもぎ穫りや
野外コンサートなどワイナリーならではの楽
しみ盛りだくさん。問アグリコア越後ワイナ
リー☎025-777-5877

に丸かじり！模擬店など。問六日町観光協
会☎025-770-1173
松之山温泉JAZZストリート（十日町市松
之山温泉）9月8日㊏。温泉街特設ステージ
での限定ライブ。チケット：前売り2,500円、
当日3,000円。温泉入浴券・屋台村で使える
600円券付。問十日町市観光協会松之山事
務所☎025-596-3011
越後妻有クラフトフェア2018（津南町・
ニュー・グリーンピア津南）９月8日㊏・9日
㊐。100人の作家が集結。木工・金属・ガラ
ス・布・石・陶芸・染織・紙・皮革など逸品が勢

☎025-763-3001
小出まつり（魚沼市小出・本町周辺）8月25
日㊏〜27日㊊。花火大会は26日夜。打上
げ数2,000発予定。問小出商工会☎025-
792-2124（平日のみ）
十日町おおまつり（十日町市駅通り・本町
他）8月25日㊏〜27日㊊。大民謡流しや全
国的にも珍しい八角神輿など。問（一社）十日
町市観光協会☎025-757-3345
魚野川鮎まるかじり祭（南魚沼市・魚野川
坂戸橋西詰側）8月25日㊏・26日㊐。全長
20mの特設焼き場で鮎を炭火焼きして豪快
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1ダム湖百選 奥只見湖（魚沼市）日本
最大級の人造湖。こども船長体験は8月
31日まで毎日開催。湖上遊覧は11月
8日まで運行。問奥只見観光㈱☎025-
795-2750　2うおぬまダムスタンプ
ラリー2018　魚沼市内6箇所のダム
を巡り、スタンプを集めてオリジナルダム
カードGET。自由研究にもおすすめ。（写
真：破間川ダム）問（一社）魚沼市観光協会
☎025-792-7300

3越後ハーブ香園入広瀬（魚沼市・入広瀬）高
台に広がるハーブ公園。サッカーコートや、キャ
ンプサイト、バーベキューサイトなども充実。☎
025-796-2120  4日本遊歩道100選 中荒
沢万年雪（魚沼市・銀山平）登山口から展望台
まで徒歩約40分。管理協力金200円（小人100
円）。問銀山平キャンプ場☎025-795-2448
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4

写真／苗場山麓ジオパーク振興協議会

写真／苗場山麓ジオパーク振興協議会

北魚沼  涼風の谷魚沼市

1八海山（南魚沼市）ロープウェー山頂駅からは
佐渡島まで見渡すパノラマが望める。問八海山ロー
プウェー☎025-775-3311　2五十沢渓谷（南
魚沼市）三国川ダム上流の十字峡から下津川、
黒又川、三国川上流へ渓谷美が続く。問しゃくな
げ湖畔開発公社☎025-774-22003大源太キャ
ニオン（湯沢町）自然散策、カヤック体験など楽
しみ多彩。問（一社）湯沢町観光協会☎025-78
5-5505　4湯沢高原パノラマパーク（湯沢町）
ロックガーデンは日本最大級。ジップラインなど
アクティビティも充実。☎025-784-3326

1大地の芸術祭　越後妻有アートトリエンナー
レ2018（十日町市・津南町） 7月29日〜9月17
日開催。問大地の芸術祭実行委員会 ☎025-
757-2637　2全国名水百選　龍ヶ窪（津南
町・谷地）7〜10℃の冷水が湧き出し一日で池
の水が入れ替わる。問津南町観光協会 ☎025-
765-5585　3川の展望台（津南町・上野）信
濃川と雄大な河岸段丘を一望。問津南町観光協
会 ☎025-765-5585　4越後妻有大厳寺高
原キャンプ場（十日町市）標高700mに広がる高
原で多彩なアウトドアが楽しめる。問越後妻有大
厳寺高原キャンプ場 ☎025-596-2994

中魚沼 十日町市
津 南 町

里山とアート

１
越後妻有里山現代美術館［キナーレ］、レアンドロ・エルリッヒ、作品イメージ
Echigo-Tsumari Satoyama Museum of Contemporary Art,
KINARE Leandro Erlich, 2018 proposal
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